
　この「縄文アラカシ」に実ったドング

リから育った苗木が「縄文アラカシII世」

と名付けられ、親木の近くで大事に育て

られています。

一口メモ

　佐賀県立博物館の屋外展示場に大きく茂った一本の「ア

ラカシ（※）」の樹。一見何の変てつもない樹のようですが、

実は、この樹が縄文時代からおよそ四千年の時を経て私

たちの眼前に現れたという、古代ロマンあふれる由来の

樹であることをご存じでしょうか。

　昭和42年（1967年）に佐賀県西有田町で「坂の下遺跡」

の発掘調査が行われ、「アラカシ」の実が大量に出土しま

した。持ち帰った実をガラス容器に入れ保管していたと

ころ、そのうちの一つが翌年突然発芽したというのです。

当時、四千年の眠りからさめた「縄文アラカシ」として全

国的に大きな話題となりました。

　では、なぜ大量のアラカシが出土したのでしょうか。

　実は、アラカシの実をはじめ、いわゆるドングリなど

の堅果類は、クリやクルミとともに縄文時代において重

要な食糧源でした。秋に拾い集められたドングリは、地

面を掘って造った「貯蔵穴」という施設に、生のまま一時

的に保管され、必要に応じて食べられていたのです。

　ドングリをはじめとする植物質の食糧は調達しやす

い上に高カロリーの食べ物だったことから、縄文人の食

生活を支えるものでした。以前は縄文時代の生活は狩猟・

漁労中心のイメージで考えられていましたが、近年の研

究により、実は植物採集に大きく依存する生活をしてい

たと考えられるようになりました。

　さて、発芽したアラカシですが、その後鉢植えした状

態で育て続けられ、誰でも見ることができるようにと、

昭和50年に現在の場所に本植えされました。現在では高

さ10mほどの立派な大樹に成長し、毎年たくさんのドン

グリを実らせています。もしもこの実が縄文時代に発芽

していたら、今と同じように多くのドングリを実らせ、

縄文人の大切な食糧となっていたことでしょう。

　博物館に訪ねられた折には、この「縄文アラカシ」の樹

の下で、縄文人のドングリ拾いの風景を思い浮かべてみ

るのも楽しいですよ。

※アラカシ（粗樫）…ブナ科の常緑高木
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▲よみがえった縄文アラカシ

▲発芽したアラカシの実
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いにしえのドングリ

※この情報は、「市報さが 平成15年4月15日号」に掲載されたものに、平成22年3月に加筆修正を加えたものです。


